
　

西
条
市
が
誇
る
郷
土
の
偉
人
、

十そ
ご
う
し
ん
じ

河
信
二
。
国
鉄
総
裁
を
務
め

「
新
幹
線
の
生
み
の
親
」
と
い

わ
れ
る
信
二
は
、
当
市
の
名
誉
市

民
で
も
あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
そ

の
功
績
を
広
く
世
に
伝
え
る
た

め
、
２
年
前
に
、
漫
画
家
つ
だ
ゆ

み
氏
の
著
に
よ
る
「
夢
の
超
特
急

ひ
か
り
号
が
走
っ
た　

十
河
信
二

伝
」
を
出
版
し
ま
し
た
。
今
回
、

大
沢
紘
一
氏
、
村
上
ナ
ッ
ツ
氏
の

手
に
よ
っ
て
舞
台
用
に
脚
本
化
さ

れ
た
本
作
が
、
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場

の
協
力
を
得
て
、
市
民
キ
ャ
ス
ト

出
演
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

　

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
ど
を
経
て

集
ま
っ
た
総
勢
１
０
０
人
近
い
出

演
者
た
ち
は
、
本
番
に
向
け
て
何

度
も
稽
古
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る
の
は
、

自
分
の
役
に
な
り
き
っ
た
と
き
に
、

心
の
中
か
ら
自
然
と
湧
き
上
が
っ

て
く
る
想
い
。
演
じ
る
者
一
人
一

人
の
そ
の
想
い
が
、
言
葉
の
強
さ

や
表
情
、
立
ち
居
振
る
舞
い
な
ど

に
表
れ
、
観
客
の
心
を
動
か
す
こ

と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
作
に
は
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
で

活
躍
す
る
役
者
・
ス
タ
ッ
フ
も
参

加
。
彼
ら
の
演
劇
に
対
す
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
情
熱
に
も
動

か
さ
れ
、
市
民
キ
ャ
ス
ト
た
ち
は

こ
の
舞
台
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
想
い
を
、
ぜ
ひ

会
場
で
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

西
条
公
演

　

８
月
26
日
㈬　

18
時
30
分
開
演

　

総
合
文
化
会
館

丹
原
公
演

　

８
月
29
日
㈯　

14
時
開
演

　

丹
原
文
化
会
館

入
場
料

　

５
０
０
円
（
当
日
７
０
０
円
）

※
完
売
の
場
合
は
当
日
券
な
し
。

※�

３
歳
以
下
入
場
不
可
。
託
児
希

望
者
は
８
月
17
日
㈪
ま
で
に
担

当
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
場
所

○
総
合
政
策
課

○
各
総
合
支
所
総
務
課

○
総
合
・
丹
原
文
化
会
館

○�

坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
（
東
温
市
見

奈
良
）

問
合
せ　

市
庁
舎
本
館
３
階

　

総
合
政
策
課　

政
策
調
整
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
０

そ
れ
ぞ
れ
の
役
に
な
り
き
っ
た
と
き
に
、
自
然
と
心
が
動
く
。

そ
の
心
の
動
き
の
ま
ま
に
演
じ
る
こ
と
で
、
観
る
人
に
伝
わ
る
も
の
が
き
っ
と
あ
る
は
ず
。

こ
の
夏
、
市
民
の
手
で
創
り
上
げ
る
壮
大
な
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
上
演
さ
れ
ま
す
。

こ
こ
ろ
で
演
じ
る

「
走
れ
！
夢
の
新
幹
線
〜
キ
ク
と
シ
ン
ジ
の
物
語
〜
」

十河信二（老年期）役
　　菅　明彦さん
「この作品を観て、信二が
どんな人間だったかを知っ
てもらえたらと思います」

出
演
者
の
声

公
演
情
報

（写真上）本番に向け盛り上がる出演者（右）演技に心をこめる（左）熱の入った稽古

（写真上・下）歌も真剣に練習

あらすじ
　四国新幹線が開業！
その礎は第４代国鉄総
裁を務めた西条市ゆか
りの人物、十河信二が
人生をかけて築いたも
のだった。夢を成し遂
げた男の信念と情熱の物語。これまで
語られることの少なかった、妻キクと
の二人三脚の夫婦愛にスポットをあて
つつ、各時代を通じて信二の人物像に
迫る。彼は多くの人々との出会いの中
で新幹線建設計画を進めていくが…。

十河信二
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